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今
月
号
か
ら
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど

こ
ろ
「
ジ
オ
サ
イ
ト
」
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ジ
オ
サ
イ
ト
は
、
地
形
や
地
層
、
岩
石
を
観
察

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
球
活
動
と
人
々
と
の
関
わ

り
を
楽
し
む
場
所
の
事
で
す
。

　
第
1
回
目
は
、
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
現
在
、
世
界
文
化
遺
産
の

本
登
録
を
目
指
し
て
い
る
、
南
島
原
市
南
有
馬
町

の
「
原
城
跡
」
で
す
。

　
原
城
は
、
島
原
半
島
を
治
め
て
い
た
有
馬
氏
の

本
城
・
日
野
江
城
の
出
城
と
し
て
、
安
土
・
桃
山

時
代
に
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て

す
ぐ
の
１
６
０
４
年
に
は
、
城
は
さ
ら
に
新
し
く

作
り
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
６
１
６
年
に
は
有
馬

直
純
が
日
向
延
岡
に
転
封
さ
れ
、
代
わ
っ
て
松
倉

重
政
が
入
封
。
重
政
の
命
に
よ
り
、
１
６
１
８
年

に
島
原
城
の
築
城
が
始
ま
る
と
、「
一
国
一
城
令
」

に
倣
い
、
原
城
は
日
野
江
城
と
共
に
廃
城
に
な
り

ま
し
た
。

　
１
６
３
７
年
に
は
、有
名
な「
島
原・天
草
一
揆
」

が
勃
発
。
唐
津
藩
天
草
領
の
領
民
と
合
わ
せ
て
約

３
万
人
（
諸
説
あ
り
ま
す
）
の
一
揆
軍
と
、
12
万

と
も
い
わ
れ
る
幕
府
軍
と
の
戦
闘
は
80
日
間
に
も

お
よ
び
、
最
後
は
内
通
者
一
人
を
除
い
て
全
員
が

討
死
す
る
、
と
い
う
悲
劇
を
招
き
ま
し
た
。

　
徳
川
幕
府
を
震
え
上
が
ら
せ
、
日
本
の
鎖
国
政

策
を
加
速
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
大
事
件
の

舞
台
と
な
っ
た
原
城
は
、「
原
の
島
」
と
呼
ば
れ

る
海
に
突
き
出
た
高
さ
約
30
ｍ
の
高
台
を
利
用
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
高
台
の
上
半
分

は
、お
よ
そ
９
万
年
前
、現
在
の
カ
ル
デ
ラ
を
造
っ

た
阿
蘇
山
の
巨
大
噴
火
で
生
じ
た
大
規
模
火
砕
流

の
堆
積
物
で
す
。
も
し
、
こ
の
火
砕
流
が
発
生
し

て
い
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
一
揆
は
ど
の
よ
う
な
経

緯
を
た
ど
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
次
月
号
は
「
眉
山
と
島
原
大
変
」
を
紹
介
し
ま

す
。

11　　平成 26.4.

 　
　
　
ジ
オ
サ
イ
ト
と
は

巨大噴火と歴史との関わり―原城跡―

 　
　
　
原
　
城
　
跡

原城があった高台

上半分は阿蘇山の巨大火砕
流の堆積物で出来ています

「幻の一夜城」

毎年４月中旬に行われる「原城一揆ま
つり」では、一揆で亡くなった人を、約
４万本のキャンドルの灯で追悼します

原城の本丸跡

突き出た石垣は砲台の跡です

阿蘇山からの巨大火砕流の堆
積物が、間近に観察できます

原城跡の海岸沿いに露出する地層


